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開始年度 H12 終了年度 未定

H14

施策コード

3010104

Ｈ１２ Ｈ１３ Ｈ１４ Ｈ１５予算 金額（千円）

5,172 6,890 5,593 5,840 5,593

0 0 0

3,287 3,316 3,294

8,459 10,206 8,887 金額（千円）

8,459 10,207 8,887

153 184 159

0.40人 0.40人 0.40人

Ｈ１２ Ｈ１３ Ｈ１４ Ｈ１５

目標値 360 928 696 658

実績値 395 965 646

達成率 109.7% 104.0% 92.8%

目標値 4,660 9,760 8,794 8,248

実績値 9,052 10,013 8,128

達成率 194.2% 102.6% 92.4%

目標値

実績値

達成率 #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

棚橋文男
平成15年9月5日

平成１４年度実施事業　　詳細評価シート

Ｈ１４主な特定財源の内訳

１　事業のアウトライン

３）個別計画での位
置付け

総合福祉計画／地域に根ざしたボランティア・コミュニティの創出／地域福祉の推進

課内№保健福祉部福祉総務
課

担当部課
中川陽子 大林啓二

１）
　事  　　業　　  名

まちかどサポートセンター運営支援事業
最近の事業内容見直し年度

１）事業の目的
→何のために

共に支え合い安心して暮らせる地域づくり（以下「地域福祉」）の推進を図る。

２）目指す成果
→何をどんな状態
にする（何がどんな
状態になる）ように

２　事業の内容

高齢者、障害者、子育て家庭など誰もが地域で安心していきいきと暮らせるよう、地域で助け合い、支えあうまちづくり
を進め、市民の自主的な福祉活動を活発にするように。

７）評価中間公表へ
の市民意見

Ｈ１４事業費の主な内訳
３　事業に投入した行政資源

４　事業活動の結果

負担金補助及び交付金

２）その他の間接経費　（千円）

２）
総合開発計画での
事業体系

大　項　目　／　小　項　目　／　細　項　目
地域保健・福祉の推進／地域保健・福祉体制の整備／ボランティア活動の活発化

３）事業の方法
→どんな手段を講
じるのか 町内会や地域のボランティア団体が、地域の集会所や民間施設を活用して実施する、高齢者・子育て・障害者支援活

動事業に対して補助する。　＜４月補助申請／審査・補助決定／４半期ごとに活動報告提出／１０月中間会計検査／
３月～４月実績報告／審査・補助金額確定＞

４）１４年度に改善し
た事項、重点的に
取り組んだ事項

各団体の参加負担金（会費）に差異があるなどの問題点があったため、補助金交付に関してより公平かつ適正な執行
を図るため、現行の要綱を見直し、補助率を導入した。

本事業を小地域事業の町内会の枠外として子育て支援、少年少女体育助成ボランティア等の私設団体に助成支援
し、年一回文化祭、体育祭に成果を発表してもよいと思う。これらの団体には施設使用料を無料としてはどうか。

５）事業の背景・社
会状況・他の類似
事業など

福祉の重要な要素である地域福祉の推進の担い手として、町内会や住民ボランティア、NPO等による地域での自主的
な福祉活動の重要性が高まってきている。

６）事業の立案や実施
などへの市民参加 町内会やボランティア団体等、市民自らが主体となり実施している。

指標の説明：高齢者支援団体（7団体）、子育て支援団体
（9団体）、障害児支援団体（1団体）の年間延べ利用者数
の合計　算定方法：各団体の事業計画により算定

各指標の説明・算定方法

総事業費（１～３の合計；千円）

総事業費中の一般財源（千円）

項　　　　　目

事業活動の結果を示す指標

１）直　接　事　業　費　（千円）

事務に従事した正職員のべ人数

市民一人当たり一般財源使用額（円）

３）従事正職員の人件費　（千円）

指標の説明：高齢者支援団体（7団体）、子育て支援団体
（9団体）、障害児支援団体（1団体）の年間活動回数の合
計　　　　　　　　　　　　算定方法：各団体の事業計画により
算定

年間活動回数（回）



事業名：
Ｈ１２ Ｈ１３ Ｈ１４ Ｈ１５ 確認方法

目標値 940 1,772 2,140 2,507

実績値 1,556 2,068 2,435 目標レベル

達成率 165.5% 116.7% 113.8% ★★★

最終目標 年度に

目標値 4,660 9,760 8,794

実績値 9,052 10,013 8,128 目標レベル

達成率 194.2% 102.6% 92.4% ★★★

最終目標 年度に

目標値

実績値 目標レベル

達成率 #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

最終目標 年度に

【課長評価】

【課長評価】

【課長評価】

【課長評価】

【課長評価】 （前年度）

現状維持 一部見直し 大幅見直し

拡大方向
現状維持
縮小方向 ＊　●
統　　　合
休・廃止

＊；担当課長

９　平成１６年度の方向性
事業内容

　当該事業は、小地域単位で「共に支え合う」という「地域福祉推進の理念」に沿った活動が大切だが、実施場所の地
理的バランスや実施団体間のネットワーク化など、いくつか解消すべき課題はあるが、現行制度上は一定の妥当性あり
と判断する。

７　平成１４年度事業の総合評価

【評点の意味】
A：極めて良好
Ｂ：良好
Ｃ：可も不可もない
Ｄ：問題がある
Ｅ：大きな問題がある

　本市の地域福祉の推進を図る重要性に鑑み、今後は、市民にとっ
て、より利用しやすい、地域に密着した魅力ある事業となるよう、必要
に応じて制度の見直しを行うとともに、各実施団体の質的向上の支援
に努めます。

上に
つい
ての
説明

当該事業の果たす役割は重要であり、多くの市民参加や
ボランティアの増加などからも良好と考える。

●；最終評価

　地域福祉の推進に当たって、市民自らが自主的に福祉活動を展開
することは重要であり、質的向上の支援が必要である。

担当課長
評価

最終評価 より公費負担の適正化を図るため、一部補助
率を引き下げる。

事業
規模

事業実績
報告書

指標の説明：高齢者支援団体（7団体）、子育
て支援団体（9団体）、障害児支援団体（1団
体）の年間延べ利用者数の合計　算定方法：
各団体の事業計画により算定

事業実績
報告書

延べボランティア参加
者数（人）

延べ利用者数（人）

２）有効性・必要性　

６　事業の観点別評価
１）事業活動の状況

【評価ポイント】
活動結果や活動効率、
事業改善等の効果はど
うだったか

■概ね良好 □一部問題あり□極めて良好 □大きな問題あり

□ともに疑問あり

　年間活動回数は被補助団体数の減により、対前年度減少したが、年間延べ利用者数は、運営に参画したボランティ
アを含めると1万人を超えており、活動効率は概ね良好である。

【評価ポイント】
その事業は事業目的の
達成に効果があるか、ま
た、市民（対象者）に必要
とされているか

３）市関与の妥当性　

【評価ポイント】
その事業に市が関与す
る必要があるか、市がど
こまで関与するのが適当
か

□極めて妥当

　当該事業は、地域で安心して活き活きと暮らせるまちづくりを進めるため、地域福祉の推進を図ることを目的に実施し
ており、H14の延べボランティア参加者数は年々増加傾向を示し、地域福祉の推進に一定の成果があったと考える。し
かし、一方では、実施団体の活動場所が花川南・北地区に偏っており、市域全体の小地域活動の推進を図る上で多
少疑問を残すところである。
【部長】当該事業は市民の自主的な福祉活動の支援に役立っており、活動の場所だけをもって判断すべきでなく、有
効かつ必要と考える。

□妥当性が低い■一定の妥当性あり

４）事業内容の妥当性

【評価ポイント】
目指す成果を挙げるた
めには今の事業内容が
適当か、受益と負担の関
係に不公平はないか

８　今後の方向性・課題

　当該事業は、基本的には市民の自主的な地域福祉活動により行われるべきことだが、本市の「地域福祉の推進」を
図る上で、当該事業の果たす役割は重要であり、市が関与（運営支援等）していくことは、一定の妥当性があると判断
した。

□妥当性に疑問あり □妥当性が低い

【最終評価】C Ｂ

　地域福祉の推進を図る上で、当該事業の果たす役割は
重要であり、H14年度は対前年度年間活動回数、延べ利
用者数ともに減少傾向を示しているものの、多くの市民が
参加し、当該事業を支えるボランティアが年々増加してい
ることから、可も不可もないと判断した。

□極めて妥当 ■一定の妥当性あり

■有効性に疑問あり

□妥当性に疑問あり

□有効かつ必要 □必要性に疑問あり

指標の説明：高齢者支援団体（7団体）、子育
て支援団体（9団体）、障害児支援団体（1団
体）の年間延べボランティア参加者数の合計
算定方法：各団体の事業計画により算定

各指標の説明・算定方法
５　事業の成果 まちかどサポートセンター運営支援事業

事業の成果を示す指標



事業名：

全体 補助対象 全体 全体 補助対象 全体 補助対象
2,046 2,046 2,480 2,240 1,807 2,408 1,587

1,055 1,055 2,097 2,157 2,157 2,204 2,132

489 489 555 565 357 691 391

880 880 1,589 925 925 743 743

766 766 1,330 1,001 1,001 1,188 1,188

1,715 1,715 7,763 1,866 1,483 1,920 1,460

6,951 6,951 15,814 8,754 7,730 9,154 7,501

5,172 74.4% 6,890 5,593 63.9% 5,495 60.0%

1,208 3,168 2,409 2,175

171 242 218 360

400 5,514 534 1,124

6,951 OK 15,814 8,754 OK 9,154 OK

補助・負担
対象経費
の内容

補助・負担
金額の算
定方法

４　特記事項

まちかどサポートセンター運営支援事業

43.6%

(付表）
　　補助・負担金等事業内容整理表

担当部課： 保健福祉部福祉総務課

延べ利用者数（再掲）

延べボランティア参加者数（再掲）

9,052

1,556

10,013

2,068

8,128

965 646

2,435

年間活動回数（再掲） 395

３　補助・負担相手方の活動状況
活動結果を示す指標名 Ｈ１２実績 Ｈ１３実績 Ｈ１４実績 Ｈ１５目標

↑市の補助
負担金への
依存度

↑市の補
助負担金
への依存
度

↑市の補
助負担金
への依存
度

OK

２　補助・負担相手方の財政状況等 （単位；千円）

歳入合計

歳入決算
（予算）状

況

会費

保険料

その他

歳出合計

↑市の補
助負担金
への依存
度

歳出決算
（予算）状

況

Ｈ１４決算

まちかどサポートセンター運営支援事業補助金

6,890

Ｈ１３決算
補助対象

1,346

1,604

254

1,231

1,330

1,125

施設使用料

運営費等

平成１４年度
活動（事業）実績

・高齢者支援活動事業：昼食の提供、軽体操、歌、レクリエーション等、高齢者の楽しみや生きがい、介護予防につな
がる活動　・子育て支援事業：手遊び、紙芝居、運動会等の交流や有資格者による指導。
・障害児支援活動事業：身体障害者ミニデイサービス。送迎、昼食を含め、陶芸や音楽などの文化活動に加え、季節
に応じた活動などのサービス。

Ｈ１２決算 Ｈ１５予算

人件費、報償費、交通費、教材費、食材費、運営費、施設使用料（助成金交付要領で定める額以内）。

（１）実施回数割：基本額を25，000円(1月当たり1回の実施）、上限を75，000円、実施回数を超えて1回実施するごとに10，000円を
増額（子育て支援事業については基本額15，000円、増額分5,000円）。
（２）実施基本割：実施回数割と、助成対象経費の実支出額を比較して少ないほうの額に10分の8を乗じた額を交付する。施設使
用料は実費。

交通費

教材費

食材費

人件費

活動（事業）目的

まちかどサポートセンター運営支援事業補助金

いきいきサロン宝寿の会　代表者　丸山　富子　他１６団体　利用者数　３６３人

（１）高齢者支援事業：地域でひとり暮らしの方や閉じこもりがちな高齢者の方が、楽しみや生きがいを持てるような事業
を実施し、介護予防に寄与する。（２）子育て支援事業：地域交流や育児情報の交換、有資格者の指導等により、育児
不安の解消、子どものよりよい成長の促進、地域ぐるみの子育てを実施する。（３）障害者支援事業：在宅の障害者の
外出支援や地域交流により、障害者の生活の幅を広げ、家族の介護負担の軽減を図る。

補助・負担金名称

支出相手方（名称、
代表者、構成員）

１　補助・負担相手方の概況


